
ＳＣ１エジェクタ取扱説明書 
この度は、SC1エジェクタをお買い上げいただきありがとうございます。 

今後ともなにとぞよろしくご愛顧の程お願い申し上げます。 

ご使用前に取扱説明書を必ずご一読ください。又、本書は大切に保管してください。 

・ここに記した注意事項は、当社製品を安全に正しくお使いいただき、人身への危害や損害を未然に防止するため

のものです。 

・注意事項は、取り扱いを誤った場合に生じる人身への危害や財産への損害の大きさと切迫の程度を表示するた

めに、「危険」「警告」「注意」の三つに区分されています。 

・いずれも安全に関する重要な内容ですから、必ず守って下さい。 

危険：取り扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される場合。 

警告：取り扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が生じることが想定される場合。 

注意：取り扱いを誤った場合、人が障害を負う危険が生じることが想定される場合。および物的損害のみの発         
         生が想定される場合。 

設計時・選定時――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

危険 

・爆発性雰囲気の場所では使用しないでください。 

警告 

・停電や空気圧源のトラブルによる真空圧力の低下に伴う事故に対する安全設計を施してください。真空圧力が低

下し真空パッドの吸着力を失うと、搬送中のワークが落下し、人体や機械装置に損傷を招く危険性がありますの

で、落下防止機構を設けるなどの安全対策を施してください。 

・長時間通電について。電磁弁に長時間、連続的に通電しますと、ソレノイドの発熱によってパッキンやガスケットを

損傷することがあります。 

・清浄な空気をご使用ください。圧縮空気中に腐食性ガス、化学薬品や塩分などが含まれていると破損や動作不良

の原因となりますので、使用しないでください。 

・腐食性ガス、化学薬品、海水、水蒸気の雰囲気又は、付着する場所では使用しないでください。 

・直射日光が当たる場合、保護カバーなどで避けてください。 

・周囲に熱源がある場合、輻射熱を遮断してください。 

・制御盤内に配置する場合、使用温度範囲内になる様に放熱の対策を施してください。 

・溶接時のスパッタが飛散する場所では、保護カバーなどの防護対策を施してください。スパッタによってプラスチッ

ク部品などが焼損し火災を引き起こすことがあります。 

・強磁場や大電流がある場所では、使用しないでください。強磁場や大電流（大形磁石、スポット溶接機など）がある

場所での使用は真空センサの誤動作の原因となります。 

・真空センサや電磁弁に水がかかる様な場所では使用しないでください。漏電、コイル焼けの原因になります。 

 カバーやパネル内に設置するなどして保護してください。 

・過大な衝撃が発生する場所では、使用しないでください。誤動作することがあります。 

注意 

・１台のエジェクタに２個以上の真空パッドを接続する場合は、１個の真空パッドからワークが離脱すると他の真空

パッドからも離脱します。１個の真空パッドからワークが離脱することで真空圧力が低下し、他の真空パッドからも

ワークが離脱しますので、落下防止機構を設けるなどの安全対策を施してください。 

・真空発生時には真空破壊制御用電磁弁を動作させないでください。真空が破壊され、トラブルの原因になります。 

・仕様をご確認ください。仕様範囲外の圧力や温度では、破損、動作不良の原因となりますので使用しないでくださ

い。 

・エアフィルタを取り付けてください。エアフィルタには、ろ過度５μｍ以下のものを使用してください。 

・エアドライヤを設置してください。ドレンを多量に含んだ圧縮空気は、真空機器の動作不良の原因となります。 

エアドライヤを設置して湿度を下げ、ドレンの発生を減少させてください。 

・スラッジ対策を施してください。空気圧機器にコンプレッサオイルの劣化物（スラッジ）が混入すると、動作不良の原

因となります。スラッジフィルタやミストクリーナを設置して、機器にスラッジが流入することを防止してください。 

・無給油で使用してください。エジェクタに供給する空気に、エアルブリケータを用いて給油すると、エジェクタの 

ノズルおよびディフューザに油が付着し、真空低下の原因になります。 

・低温下での使用について。５℃以下で使用する場合、圧縮空気中のドレン、水分などが固体化または凍結しない

ように、エアドライヤを設置するなどの対策を施してください。 

・衝撃や振動について。衝撃は１４７m/S２（１５Ｇ）以下、振動は３９．２m/S２（４Ｇ）以下にしてください。その値を超え

た衝撃や振動が加わりますと、誤動作を起こす場合があります。 

取付け――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

警告 

・固定部や連結部がゆるまない様な取付けをしてください。取付け強度が不十分ですとエジェクタが外れることが

あります。 

・機器が適正に作動することを確認するまで、起動しないでください。取付け後、圧縮空気や電源を接続して適正な

機能検査および漏れ検査を行い、正しく取り付けられ、安全かつ確実に作動することを確認してから、システムを起

動して下さい。 

・保守点検に必要なスペースを確保して下さい。フィルタエレメントなどの交換に必要です。 

注意 

・銘板などの型式表示部を有機溶剤などで拭き取らないでください。表示が消える原因になります。 

・各種取付けねじを締付ける際は、以下の締付けトルクで行ってください。 

 Ｍ１．７：０．０５（N･m） 、Ｍ２．０：０．０７（N･m） 、Ｍ２．５：０．１６ （N･m） 

配管―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

注意 

・スパイラル配管はしないでください。真空ラインにスパイラル配管を使用しますと、配管抵抗により真空到達時間

の遅れや流量低下によって吸着端の真空圧力低下や真空センサの誤動作の原因となります。 

・マニホールドタイプの場合は、配管径に注意してください。マニホールド連数が多くなると流量不足を生じることが

ありますので、マニホールドの両側から供給する様にしてください。 

・配管前の処置について。配管する前に、配管内を十分フラッシングして配管内の切粉や切削油、ゴミを除去してく

ださい。 

・誤配管をしないでください。各機器に配管する場合は、カタログなどを参照して、圧縮空気の供給ポートと真空側の

ポートを間違えない様に配管してください。 

・配管、継手のねじ込みについて。配管、継手をねじ込む際は、切粉やシール剤が内部に混入しない様にしてくださ

い。又、締付けトルク範囲内で行ってください。 

Ｍ５：１．０～１．５（N･m） 、 Ｒｃ１/８：５．０～７．０（N･m）、 Ｒｃ１/４：７．０～９．０（N･m） 

・圧縮空気供給側（Ｐポート）：供給圧力はＸ・Ｓタイプ：０．５～０．６（ＭＰａ）、Ｂタイプ：０．１８～０．２８（ＭＰａ）としてく

ださい。又、マニホールドタイプで同時作動させる時には圧力低下のおそれがありますので０．０５（ＭＰａ）程圧力を

上げてください。マニホールドタイプで５連以上の場合は、マニホールドの両側から供給してください。空気圧アク

チュエータを使用する配管とは別系統にして、出来るだけ圧力源に近いところで分岐してください。 

・真空パッド接続側（Ｖポート）：配管が細すぎたり、長すぎたりした時にエジェクタ内の真空圧力が高くなり、真空セ

ンサがＯＮしたままになります。配管径を太くしたり、配管長さを短くしてください。 

配線 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

警告 

・配線作業は必ず圧縮空気および電源の供給を遮断してから行ってください。遮断せずに配線作業を行いますと、

感電やアクチュエータの誤作動によって、人体や財産を損傷することがあります。 

・誤配線をしないでください。電磁弁に配線する場合、極性を示すリード線色や記号、カタログや現物で確認してから

正しく配線してください。誤配線しますと電磁弁が切換わりません。 

・リード線に、繰り返し曲げ応力や引っ張り力が加わらない様にしてください。繰返し曲げ応力や引っ張り力が加わ

るような配線は、断線の原因となりますので、余裕を持たせた配線にしてください。 

・印加電圧を間違えないでください。電磁弁に配線する場合、印加電圧を間違ますと、動作不良やコイル損傷の原

因となります。配線終了後は、結線に誤りがないか確認してから通電してください。 

・動力線、高圧線と一緒に配線しないでください。動力線、・稼動部への取付の際、電磁弁のリード線を引っ張る様

な接続はしないでください。接触不良やリード線が断線し誤動作の原因になります（稼動部で使用する時はリード

線を固定しコネクタ部が動かない様にしてください） 

高圧線とは離して配線してください。真空センサを含む制御回路がノイズにより誤動作する可能性があります。 

・稼動部への取付の際、電磁弁のリード線を引っ張る様な接続はしないでください。接触不良やリード線が断線し

誤動作の原因になります（稼動部で使用する時はリード線を固定しコネクタ部が動かない様にしてください） 

保守点検 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

注意 

・空気の質を維持する為に、エアフィルタのドレン抜きを定期的に実施してください。 

・分解はしないでください。分解しますと内部を構成している部品などの紛失や損傷を招くおそれがあります。 
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注意 

・自己保持機構付ソレノイドバルブは、瞬時通電（３０ms以上）でソレノイドバルブ内の可動鉄芯が、 

セット位置およびリセット位置を保持するため、連続通電の必要はありません。連続通電した場合、 

使用条件によってはコイル温度の上昇により作動不良を生じることがあります。連続通電が必要な 

場合は、通電時間を５分以内とし、次の動作までの非通電時間を（A・B側ともOFF時間）通電時間以 

上とるようにしてください。（デューティー比 ５０％以下） 

・自己保持機構付きソレノイドバルブでは、セット、リセット信号が同時に通電されないような回路で 

ご使用ください。 

・自己保持に必要な最小通電時間は３０msです。 

・自己保持機構付ソレノイドバルブとＭＰＳ-１０センサを併用して使用する場合、センサの吸着モード１ 

で使用しても真空発生はOFFしませんので注意ください。吸着モード３で使用する場合は、通電時間に 

注意して使用ください。 

・集中排気仕様の場合、排気ポートに周辺機器を取り付ける際に、過度の背圧上昇とならない様に 

ご使用ください。 

01：真空発生制御用電磁弁 

02：真空破壊制御用電磁弁 

03：ＳＣ１本体 

04：Ｓベース 

05：ポペット弁 

06：ノズルキット 

07：サイレンサ 

08：破壊流量調節ニードル 

09：逆止弁 

10：フィルタ 

11：圧力センサ 

12：センサベース 

13：サイレンサエレメント 

構造図 

使用説明（機能、注意事項） 

〇フィルタメンテナンス方法(図1参照) 

1） センサベースにある２本のねじを外して下さい（四角ナットの紛失注意） 

2） センサベースの、本体接続面にフィルタエレメントとOリングが装着されているので、 

   Oリングの紛失に注意しながら、フィルタエレメントを外して下さい 

3） フィルタエレメントを新しいものにするか、フィルタエレメントを洗浄して下さい 

4） フィルタエレメントとOリングをセンサベースに取付けて下さい 

5） 本体側の四角ナットの紛失に注意しながら、フィルタエレメント、Oリングが 

   付いたセンサベースを組みつけ、２本のねじにて固定（参考締付けトルク：0.18Ｎ・m） 

図 1 

〇サイレンサエレメントメンテナンス方法(図2参照) 

1） ①のスプリングピン3本を取外して下さい 

2） ②→③→④の順に矢印方向に引抜いて下さい 

3） ④のサイレンサエレメントを 

   新しいものにするか、洗浄して下さい 

4） ④→③→②の順で取付けて下さい 

5)  スプリングピンにて固定して下さい 
図 2 


